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I 初期 (1833-40) :雑誌 『-ンフり-親方の時計』で本格的に分冊形式の長編に手
を染めるまで､精力的に数多くのstoriesを書いた｡
I 中期 (1840年代) :多分ディケンズ本人が大衆はshortstoriesを望んでいないと
(8)
考えて､クリスマスの作品以外ほとんど書かなかった｡





























第 1部 我らの教区 (Ourparish)7
第2部 情景描写 (Scenes) 25
第3部 人物描写 (Characters) 12



























































鬼はすぐにかれの心に忍び寄 り､長 くぼんや りした眠れぬ夜の閉じゅう繰り返し姿を現
わすのだった｡その間､彼はそうすまいとする努力にもかかわらず､あの黒いベールを
混沌とした頚の中から消し去ることが出来なかった｡(p.376)




















































































(14) 拙訳 (清泉女学院短期大学研究紀要 7号､1989年)参考｡
(15) ｢黒いベール｣｢酔っ払いの死｣の訳は拙訳による｡引用の後のページ表記は､Thellustrated
Dickens版 (London:OxfordUniv.Press.1957)によるo
(16) DeVries.op.°it.,p.125.
